
人々がそれぞれの生活スタイルに合わせて自らの生活

空間を豊かに志向し多様化している現在、鉄道車両にお

いても、客室を始めとした多くの車両設備の快適性につ

いて、お客様の期待が高まっている。

特に国鉄民営化後の優等列車は客室はもとより、それ

以外の設備についても、単に機能を満たし必要な設備や

手段の確保をする目的だけではなく、居住性重視のスペ

ースに移り変わってきた。

ここでは、優等列車の客室以外の設備について、トイ

レや化粧室を中心に、快適性向上の工夫事例の紹介と今

後の考察を行う。

●便洗設備のアメニティの向上

便所や洗面所は、列車設備の中で、ヒト（乗客）とモノ

とが本当の意味で対面する場である。これまでの「用を

足す所」という機能重視のとらえ方から、『トイレ・化粧

室』とよぶにふさわしい居住性重視の「くつろげる」、「気

分転換できる」空間へと、大きく変化してきている。こ

れら設備が立派な一つの生活空間としてとらえられるこ

とで、鉄道の「商品性」を向上させて

いる。

●近年の事例

次にソフト面、ハード面での事例

をいくつか紹介する。

①洋式便器の普及と小便所の増加

国鉄民営化当初は、洋式便器に不

慣れな高齢者への配慮として和式ト

イレを残す傾向にあったが、車両特

有の動揺や振動、および加減速に対

する安全面での配慮、安定した姿勢

での用便動作の重視、さらに近年で

は高齢者や移動弱者向けとして洋式

が推奨されるように変化してきたことなどから、洋式ト

イレを採用する車両が増えてきている。

また、女性客への配慮、および洋便座の衛生状態を保

つなどの目的から、在来線特急車にも小便所の採用が増

加し、その多くは洋式トイレと併設されている。

②洗面器、給水栓、水洗センサ

手洗い・水洗方式は、使い勝手を向上させるセンサ式

が一般化するとともに、最近では水石鹸類も自動化した

洗面台を採用する車両も見られる。また、洗面器は使い

勝手やメンテナンス性の関係から大型化が進んでおり、

車いすに乗ったまま利用できる洗面台も普及してきてい

る。

③乳幼児対応

乳幼児連れ旅行客への配慮として、ベビーベッド、ベ

ビーチェアなどの設備品を設置する車両も登場してい

る。なお、ＪＲ各社の特急車両では、乗務員に申し入れ

ることで、多目的室などを授乳設備として使えるように

も配慮されている。

④女性客への配慮

洗面所や通路部などの壁面に身だしなみチェックのた
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めの大型鏡を設置したり、更衣室としても使える化粧室

の個室化、トイレの女性専用化等、設備面での配慮も定

着化してきている。

⑤デザイン（色彩・素材など）

防水・腐食対策としてのＦＲＰ製ユニットトイレやＦＲＰ

製便器、イメージアップとしての壁面の化粧シート貼り

や人造大理石を使ったテーブルや床、ステンレス製便器

の冷たいイメージを明るいイメージに変える陶器製便器

の採用など、清潔感を重視しながらメンテナンスにも配

慮したものが多くなっている。

⑥汚物処理システム（臭気対策・節水対策）

循環式に比べて汚物タンクからの戻り臭気の少ない真

空式への移行が進んでおり、便器のテフロン加工と併せ

て清掃性向上による洗浄水の少量化（節水）を行ない、許

容使用回数の増加をはかっている。

⑦バリアフリー化、ユニバーサルデザイン

車いす利用者対応のトイレは、特定の乗客向けの設備

としての位置付けではなく、近年の乳幼児連れの旅行客

や、人工臓器装着者など、広範囲な乗客に対して使いや

すい配慮がなされている。

また一般のトイレにも、視認性がよく分かりやすい標

記や、視覚障害者向けの点字案内の表示が行われている。

さらにＰＬ法や交通バリアフリー法の施行以後は、車内

での移動を円滑にするため、手すりの充実化が行なわれ

ている。

⑧レイアウト

客室以外のスペースについては、車いす利用者を含め

た不特定多数の乗客の流れを重視し、かつ出入台通路部

の列車の演出にも配慮した割付けを行っている。特にト

イレなどの小部屋では、安全面に配慮しつつ、使い勝手

のよいスペースとなるよう曲面開閉扉や二枚引戸などを

採用したミニマムレイアウトを行っている。

●今後について

鉄道は公共性の高い移動手段として、基本的には「平

常」であることが望ましい。今後も鉄道車両のモノづく

りは『安全』を基本とし、車両における設計やデザインの

役割を十分意識しながら、時代の変遷を受けとめつつ、

鉄道車両としての真の価値のあるものを創り出すことが

重要である。

また、どのような便洗・設備であ

っても、実際に入ったとき・使った

ときの清潔感や安心感（安全）を印

象付けることが大切であり、最後の

決め手は「さすが…」と思わせるよ

うな心を込めたおもてなしである。

つまり、ハード面での機能や性能の

向上は当然のことながら、清掃者や

使う人の気持ちに立ったソフト面も

含めて考えなければならない。
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